
｜  研究概要

｜  論文

｜  社会貢献活動 ｜  メッセージ

｜  関連情報サイト

　人間の意思決定には、肯定的な実体験の集合体である「感性」
が作用しています。感性は心の働きとして脳活動や認知に深
く関わっており主観的な経験に基づくものであります。
　李研究室（Leelab.）は、感性情報学を基に 2001 年に立ち上げ、
これまで認知科学・心理学・脳科学・情報工学・ロボット工
学の分野との融合研究を通して創造性における脳活動を解明
するなど「感性」の働きについて研究をしてきました。李は、
1990 年代の筑波大学で始まった横断型融合研究プロジェクト

「感性評価構造モデル構築特別プロジェクト」と「世界的教育
研究拠点の形成のための重点的支援－21 世紀 COE プログラム
－こころを解明する感性科学の推進」のコアーメンバーとし
て日本における感性の基礎研究を推進してきており、現在は
オランダの Delft 工科大学と Eindhoven 工科大学、韓国の
KAIST、イタリアミラノ工科大学との共同研究を通して感性情
報学の重要性を世界に広げています。

　総務省の SCOPE プロジェクト（2009～2010 年）を通して「子
供の安全安心見守りシステム：おにぎりマシーン」を開発し
ました。子供の行動特性と心理、生理情報を組み合わせて、
まさに「感性」をデザインに応用させた医学、工学との融合
科学による研究開発が実現されました。総務省からは研究成
果に対して高い評価を得て、今後は高齢者や障害者、子供、
女性などの安全を見守る幅広いお守りシステムを構築してい
きます。

「思いやり」は生きがいの原動力です。
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